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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の長さに形成され，その形成された単位ごとに給紙される第１の被記録材と，ロー
ル状に巻かれ，その一端から繰り出されて給紙される第２の被記録材との双方を給紙可能
であり，外部の機器からの記録データの入力開始により開始され，前記第１の被記録材の
給紙に適した第１の給紙処理と，操作者の給紙開始を指示する指示手段の入力により開始
され，前記第２の被記録材の給紙に適した第２の給紙処理とを実行する給紙装置において
，
　前記第１の被記録材を給紙している間に，当該第１の被記録材を使い果たした場合にお
けるその後の給紙処理の開始が前記指示手段の入力により行われたときは，前記第１の給
紙処理による給紙を行うように構成されている，ことを特徴とする給紙装置。
【請求項２】
　請求項１に記載された給紙装置において，前記第１の被記録材を給紙している場合にお
いて，当該第１の被記録材を使い果たして給紙されなくなったときにセットされる給紙失
敗フラグを備え，前記給紙失敗フラグがセットされている場合における前記指示手段によ
る給紙の指示が入力されたときは，前記第１の給紙処理により給紙を行い，前記給紙失敗
フラグがセットされていない場合における前記指示手段による給紙の指示が入力されたと
きは，前記第２の給紙処理により給紙を行う，ように構成されていることを特徴とする給
紙装置。
【請求項３】
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　所定の長さに形成され，その形成された単位ごとに記録される第１の被記録材と，ロー
ル状に巻かれ，その一端から繰り出されて記録される第２の被記録材との双方に対して記
録データを記録可能な記録装置であって，請求項１または２に記載の給紙装置を備えてい
る，ことを特徴とする記録装置。
【請求項４】
　所定の長さに形成され，その形成された単位ごとに給紙される第１の被記録材と，ロー
ル状に巻かれ，その一端から繰り出されて給紙される第２の被記録材との双方を給紙可能
であり，外部の機器からの記録データの入力開始により開始され，前記第１の被記録材の
給紙に適した第１の給紙処理と，操作者の給紙開始を指示する指示手段の入力により開始
され，前記第２の被記録材の給紙に適した第２の給紙処理とを実行する給紙方法において
，第１の被記録材を給紙している場合において，当該第１の被記録材を使い果たして給紙
されなくなったときに給紙失敗フラグをセットし，前記給紙失敗フラグがセットされてい
る場合において，前記操作者による給紙開始の指示があったときは，前記第１の給紙処理
により給紙を行い，前記給紙失敗フラグがセットされていない場合において，前記操作者
による給紙開始の指示があったときは，前記第２の給紙処理により給紙を行う，ことを特
徴とする給紙方法。
【請求項５】
　所定の長さに形成され，その形成された単位ごとに給紙される第１の被記録材と，ロー
ル状に巻かれ，その一端から繰り出されて給紙される第２の被記録材との双方の給紙処理
手順を備え，外部の機器からの記録データの入力開始により開始され，前記第１の被記録
材の給紙に適した第１の給紙処理手順と，操作者の給紙開始を指示する指示手段の入力に
より開始され，前記第２の被記録材の給紙に適した第２の給紙処理手順とを実行させるた
めのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって，第１の被記録
材を給紙している場合において，当該第１の被記録材を使い果たして給紙されなくなった
ときに給紙失敗フラグをセットする手順と，前記給紙失敗フラグがセットされている場合
において，前記操作者による給紙開始の指示があったときは，前記第１の給紙処理により
給紙を行う手順と，前記給紙失敗フラグがセットされていない場合において，前記操作者
による給紙開始の指示があったときは，前記第２の給紙処理により給紙を行う手順と，を
備えたプログラムを記録していることを特徴とするコンピュータ読み取り可能な記録媒体
。
【請求項６】
　請求項１に記載された給紙装置において，前記第２の被記録材を給紙している間に，当
該第２の被記録材を使い果たし，その後の給紙処理の開始が前記指示手段の入力により行
われたときは，前記第２の給紙処理による給紙を行う，ことを特徴とする給紙装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は，給紙装置および給紙方法に関する。また，本発明は，当該給紙装置を備えた記
録装置および給紙処理プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
記録装置，たとえばインク・ジェット・プリンタには，１つの給紙部に印刷用紙（被記録
材）として，所定の長さに切断され，その切断された単位ごとに給紙されるカット紙と，
ロール状に巻かれ，その一端から繰り出されて給紙されるロール紙のいずれもセットする
ことができ，これらのいずれに対しても印刷（記録）できるものがある。
【０００３】
このようなプリンタにおいて，カット紙は，給紙ガイド板に積層された状態で置かれ，自
動給紙装置（ＡＳＦ）により最上位のものから１枚ずつ記録部に給紙される。これに対し
，ロール紙は，カールしており給紙ガイド板上をスムーズに案内されないことから，その
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先端が給紙ローラまたは紙送りローラと係合して搬送されるまで，操作者（ユーザ等）が
給紙ガイド板にその先端部を押し当てた状態で給紙される。
【０００４】
カット紙は，その所定の長さの範囲内に画像が印刷される必要がある一方，ロール紙のよ
うなカール（巻癖）を有しないので，ロール紙よりも給紙安定性は優れている。したがっ
て，カット紙の給紙は，給紙安定性よりも，カット紙の印刷開始位置を記録ヘッドの位置
に合わせる頭出しの精度を重視した給紙処理により行われる。
【０００５】
これに対し，ロール紙は，連続的な印刷用紙であって，頭出しの精度がカット紙ほど正確
に要求されない一方，カールを有する。したがって，ロール紙の給紙は，頭出しの精度よ
りも，このカールにより給紙が失敗することがないように，給紙安定性を重視した給紙処
理により行われる。
【０００６】
これら２つの給紙処理の区別は，印刷データのプリンタへの入力開始をトリガとした給紙
か，プリンタに設けられたパネル・スイッチによる給紙かによって区別されている。すな
わち，プリンタには，パソコン，ワープロ等の装置が接続され，これらの装置から印刷デ
ータが供給される。頭出し精度を重視した給紙処理は，この供給された印刷データの入力
開始をトリガとして実行される。これに対し，給紙安定性を重視した給紙処理は，ユーザ
がロール紙を手で押さえ付けた状態でパネル・スイッチを操作することによって実行され
る。
【０００７】
また，このようなプリンタにおいては，カット紙を給紙して印刷している最中に，カット
紙を使い果たし，その後，カット紙をセットし直して給紙の再開をプリンタに指示するた
めには，パネル・スイッチの操作を必要とする。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかし，従来のプリンタでは，パネル・スイッチの操作による給紙は，給紙安定を重視し
た給紙処理により行われることとなっていたため，新たにセットされたカット紙の給紙は
，頭出し精度を優先した給紙処理ではなく，給紙安定性を重視した給紙処理により行われ
ていた。このため，カット紙に適した給紙処理が行われないという事態を招いていた。
【０００９】
本発明は，このような状況に鑑みなされたものであり，その目的は，被記録材の種類に適
した給紙処理が行われるようにすることにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために，本願請求項１に記載の発明に係る給紙装置は，所定の長さに
形成され，その形成された単位ごとに給紙される第１の被記録材と，ロール状に巻かれ，
その一端から繰り出されて給紙される第２の被記録材との双方を給紙可能であり，外部の
機器からの記録データの入力開始により開始され，前記第１の被記録材の給紙に適した第
１の給紙処理と，操作者の給紙開始を指示する指示手段の入力により開始され，前記第２
の被記録材の給紙に適した第２の給紙処理とを実行する給紙装置において，前記第１の被
記録材を給紙している間に，当該第１の被記録材を使い果たした場合におけるその後の給
紙処理の開始が前記指示手段の入力により行われたときは，前記第１の給紙処理により給
紙を行うように構成されている，ことを特徴とする。
【００１１】
ここで，第１の被記録材には，その形成時から所定の長さに形成された被記録材のほかに
，まず長い被記録材として形成し，これを所定の長さに切断（カット）して形成された被
記録材（たとえばカット紙）も含まれる。第２の被記録材には，ロール紙が含まれる。
【００１２】
本願請求項１に記載の発明に係る給紙装置によると，第１の給紙処理は，第１の被記録材
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の給紙に適し，外部の機器からの記録データの入力開始により開始され，第２の給紙処理
は，第２の被記録材の給紙に適し，操作者の給紙開始を指示する指示手段の入力により開
始される。
【００１３】
一方，第１の被記録材を給紙している間に，当該第１の被記録材を使い果たした場合にお
けるその後の給紙処理の開始が指示手段の入力により行われたときは，第１の給紙処理に
より給紙が行われる。したがって，このような場合であっても，第１の被記録材に適した
給紙処理が行われる。
【００１４】
本願請求項２に記載の発明に係る給紙装置は，請求項１において，前記第１の被記録材を
給紙している場合において，当該第１の被記録材を使い果たして給紙されなくなったとき
にセットされる給紙失敗フラグを備え，前記給紙失敗フラグがセットされている場合にお
ける前記指示手段による給紙の指示が入力されたときは，前記第１の給紙処理により給紙
を行い，前記給紙失敗フラグがセットされていない場合における前記指示手段による給紙
の指示が入力されたときは，前記第２の給紙処理により給紙を行う，ように構成されてい
ることを特徴とする。
【００１５】
本願請求項２に記載の発明に係る給紙装置によると，給紙失敗フラグのセット／リセット
によって，第１の給紙処理と第２の給紙処理とが選択されるので，比較的簡単な処理によ
り２つの給紙処理の選択を行うことができる。
【００１６】
本願請求項３に記載の発明に係る記録装置は，所定の長さに形成され，その形成された単
位ごとに記録される第１の被記録材と，ロール状に巻かれ，その一端から繰り出されて記
録される第２の被記録材との双方に対して記録データを記録可能な記録装置であって，請
求項１または２に記載の給紙装置を備えている，ことを特徴とする。
本願請求項３に記載の発明に係る記録装置によると，前述した本願請求項１または２に記
載の発明と同様の作用効果を記録装置において得ることができる。
【００１７】
本願請求項４に記載の発明に係る給紙方法は，所定の長さに形成され，その形成された単
位ごとに給紙される第１の被記録材と，ロール状に巻かれ，その一端から繰り出されて給
紙される第２の被記録材との双方を給紙可能であり，外部の機器からの記録データの入力
開始により開始され，前記第１の被記録材の給紙に適した第１の給紙処理と，操作者の給
紙開始を指示する指示手段の入力により開始され，前記第２の被記録材の給紙に適した第
２の給紙処理とを実行する給紙方法において，第１の被記録材を給紙している場合におい
て，当該第１の被記録材を使い果たして給紙されなくなったときに給紙失敗フラグをセッ
トし，前記給紙失敗フラグがセットされている場合において，前記操作者による給紙開始
の指示があったときは，前記第１の給紙処理により給紙を行い，前記給紙失敗フラグがセ
ットされていない場合において，前記操作者による給紙開始の指示があったときは，前記
第２の給紙処理により給紙を行う，ことを特徴とする。
【００１８】
本願請求項４に記載の発明に係る給紙方法によると，前述した本願請求項１に記載の発明
と同様の作用効果を得ることができる。
【００１９】
本願請求項５に記載の発明に係るコンピュータ読み取り可能な記録媒体は，所定の長さに
形成され，その形成された単位ごとに給紙される第１の被記録材と，ロール状に巻かれ，
その一端から繰り出されて給紙される第２の被記録材との双方の給紙処理手順を備え，外
部の機器からの記録データの入力開始により開始され，前記第１の被記録材の給紙に適し
た第１の給紙処理手順と，操作者の給紙開始を指示する指示手段の入力により開始され，
前記第２の被記録材の給紙に適した第２の給紙処理手順とを実行させるためのプログラム
を記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって，第１の被記録材を給紙してい
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る場合において，当該第１の被記録材を使い果たして給紙されなくなったときに給紙失敗
フラグをセットする手順と，前記給紙失敗フラグがセットされている場合において，前記
操作者による給紙開始の指示があったときは，前記第１の給紙処理により給紙を行う手順
と，前記給紙失敗フラグがセットされていない場合において，前記操作者による給紙開始
の指示があったときは，前記第２の給紙処理により給紙を行う手順と，を備えたプログラ
ムを記録していることを特徴とする。
本願請求項５に記載の発明に係るコンピュータ読み取り可能な記録媒体によると，前述し
た本願請求項１に記載の発明と同様の作用効果を得ることができる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
図１は，本発明に係る「記録装置」の一例としてのインク・ジェット・プリンタ（以下，
単に「プリンタ」という。）１を示し，同図（ａ）は上面図（平面図）であり，同図（ｂ
）は正面図であり，同図（ｃ）は右側面図である。図２は，第２のガイド板３２を取り外
した状態のプリンタ１の右側面図である。図３は，本体部２の前面に設けられた操作パネ
ル２１の拡大正面図である。
【００２１】
このプリンタ１は，本体部２と，給紙部３と，排紙部４とを備え，外部に接続された図示
しないパソコン，ワープロ等の機器から送信される印刷データを受信し印刷するものであ
る。
【００２２】
本体部２の本体カバー２０の内部には，印刷用紙に印刷を行う記録部（印刷部）およびプ
リンタ１の制御を行う制御部（いずれも図示略）が設けられている。
記録部には，キャリッジ，プラテン，紙送りローラ等が設けられている。キャリッジは，
記録ヘッドとインク・カートリッジとを備え，制御部による制御の下，主走査方向（印刷
用紙の幅方向）に往復移動するように構成されている。また，記録ヘッドの印刷用紙に対
向する面には，複数のインク・ジェット・ノズルが形成され，各インク・ジェット・ノズ
ルは，制御部による制御の下，インク・カートリッジから供給されたインク滴を印刷用紙
に向けて吐出するように構成されている。プラテンは，記録ヘッドに対向した位置に設け
られ，この上を印刷用紙が主走査方向と直交する副走査方向に搬送される。紙送りローラ
は，制御部によりその回転／停止が制御され，回転により印刷用紙を副走査方向に搬送す
る。
【００２３】
制御部は，制御プログラムを記憶したＲＯＭ，ＲＯＭに記憶された制御プログラムを実行
するＣＰＵ，給紙処理，印刷処理等におけるＣＰＵの作業領域として利用されるＲＡＭ，
外部の機器からの印刷データを一時的に保持する入力バッファ等を備えている。
【００２４】
本体カバー２０の前面には，操作者（ユーザ等）が操作する操作パネル２１が設けられて
いる。操作パネル２１には，図３に示すように，操作者が操作する４つの操作ボタン（操
作スイッチ）と，プリンタ１の状態を操作者に表示する２つのインディケータとが設けら
れている。４つの操作ボタンは，いずれも操作者が押し下げる（またはタッチする，押し
込む）ことにより入力操作が行われ，入力操作により生成される入力信号が制御部に与え
られるように構成されている。２つのインディケータは，ともに発光ダイオード（ＬＥＤ
）により構成され，その点滅は制御部により制御される。
【００２５】
４つの操作ボタンは，左から順にインク・カートリッジ交換ボタン２１ａ，給紙ボタン２
１ｂ，メンテナンス・ボタン２１ｃ，および電源スイッチ２１ｄである。インク・カート
リッジ交換ボタン２１ａは，操作者がキャリッジに搭載されたインク・カートリッジを交
換する際に操作されるものである。制御部は，インク・カートリッジ交換ボタン２１ａの
入力操作により与えられる入力信号に基づいて，インク・カートリッジの交換に必要な所
定の処理を実行する。給紙ボタン２１ｂは，「第２の被記録材」の一例としてのロール紙
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の給紙を開始するとき，または，「第１の被記録材」の一例としてのカット紙の給紙中に
カット紙を使い果たし，新たなカット紙をセット後，給紙を再開するときに操作されるも
のである。後述するように，給紙ボタン２１ｂの入力操作により与えられる入力信号に基
づいて，制御部は，給紙ローラの回転を開始し，ロール紙またはカット紙を記録部に給紙
する。メンテナンス・ボタン２１ｃは，プリンタ１のメンテナンスを行う際に操作される
ものであり，制御部は，メンテナンス・ボタン２１ｃの入力操作により与えられる入力信
号に基づいて，メンテナンスに必要な所定の処理を実行する。電源スイッチ２１ｄは，プ
リンタ１の電源をオン／オフするものであり，制御部は，電源スイッチ２１ｄからの入力
信号に基づいて，プリンタ１全体の電源をオン／オフする（あるいは，制御部を介するこ
となく，電源がオン／オフされる）。
【００２６】
２つのインディケータは，左から順にエラー・インディケータ２１ｅおよび電源インディ
ケータ２１ｆである。エラー・インディケータ２１ｅは，プリンタ１にエラーが発生した
場合に点灯し，操作者にエラーの発生を知らせるものである。電源インディケータ２１ｆ
は，電源スイッチ２１ｄによりプリンタ１に電源が投入された場合に点灯し，プリンタ１
がオン状態であることを操作者に知らせるものである。
【００２７】
給紙部３は，本体部２の背面に設けられている。この給紙部３は，第１のガイド板３１と
，第２のガイド板３２と，本体部２の内部にある給紙ローラ（図示略）とを備えている。
第１のガイド板３１は，第２のガイド板３２の基端側に配置され，本体部２に固定されて
いる。第２のガイド板３２は，第１のガイド板３１に着脱可能に取り付けられている。給
紙ローラは，第１のガイド板３１と紙送りローラとの間であって，第１のガイド板３１の
ガイド面（上面）の延長線上近傍に配置されている。給紙ローラの回転／停止は，制御部
によって制御される。また，給紙ローラと紙送りローラとの間における給紙経路に沿った
位置には，印刷用紙の通過を検出する紙検出器（たとえば光センサ，図示略）が設けられ
ている。紙検出器を印刷用紙が通過すると，紙検出器は検出信号を生成し，制御部に与え
る。これにより，制御部は印刷用紙の有無の判断，印刷用紙の位置の判断等を行う。
【００２８】
第１のガイド板３１およびこれに取り付けられた第２のガイド板３２の上には，印刷用紙
として，所定の長さに切断されその切断された単位で給紙されるカット紙（図示略）が，
操作者によって複数枚積層された状態で置かれる。カット紙には，たとえばＡ３判，Ａ４
判，Ｂ４判，Ｂ５判の印刷用紙やハガキ等が含まれる。カット紙は，積層された最上位の
ものが給紙ローラに接触（圧接）することにより，最上位のものから１枚ずつ記録部に自
動給紙される。この給紙の開始は，外部の機器からの印刷データの入力開始または給紙ボ
タン２１ｂの操作をトリガとして行われる。
【００２９】
第１のガイド板３１の後方であって，第２のガイド板３２の下方には，ロール状に巻かれ
，その一端から繰り出されて給紙されるロール紙３３が操作者によってセットされる。こ
のロール紙３３は，図２に示すように，第２のガイド板３２を取り外した状態で，第１の
ガイド板３１に案内され，矢印Ａの方向に給紙される。ロール紙は，カール（巻癖）を有
するので，安定した状態で，第１のガイド板３１上をガイドされ給紙されないおそれがあ
る。したがって，ロール紙の給紙は，操作者がロール紙の先端部を第１のガイド板３１の
ガイド面（上面）に手で押さえ付けた状態で，操作パネル２１の給紙ボタン２１ｂを操作
することにより開始される。そして，ロール紙の先端が給紙ローラに接触し，安定した給
紙が行われるようになるまで，操作者による押さえ付けた状態が維持される。
【００３０】
制御部が給紙ローラおよび紙送りローラを制御して印刷用紙を給紙部から記録部に給紙す
る給紙処理には，第１の給紙処理および第２の給紙処理の２つのものがある。第１の給紙
処理は，給紙の安定性よりも頭出し（すなわち印刷用紙の印刷開始位置を記録ヘッドの位
置に合わせる操作）の精度を優先させるものである。第２の給紙処理は，頭出しの精度よ
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りも給紙の安定性を優先させるものである。
【００３１】
第１の給紙処理は，カット紙の給紙に適した処理であり，第２の給紙処理は，ロール紙の
給紙に適した処理である。第１の給紙処理では，印刷用紙の斜行を補正するスキュー取り
処理が行われ，頭出しが行われるまでの給紙速度が速く，また，印刷用紙の頭出し量が小
さく（たとえば記録ヘッドの先端から２［ｃｍ］）設定されている。一方，第２の給紙処
理では，スキュー取り処理が行われず，頭出しまでの給紙速度が遅く，また，印刷用紙の
頭出し量が大きく（たとえば記録ヘッドの先端から３［ｍｍ］）設定されている。
【００３２】
排紙部４は，排紙ガイド板４０と，本体カバー２０の内部に設けられた排紙ローラ（図示
略）とを備えている。排紙ガイド板４０は，引き出し／収納自在であり，プリンタ１の使
用時には操作者によって引き出されて，その上を印刷完了した印刷用紙が排出され，プリ
ンタ１の未使用時には操作者によって本体部２の内部に収納されるように構成されている
。排紙ローラは，キャリッジの副走査方向下流側に配置され，印刷完了した印刷用紙を排
紙するものである。排紙ローラの回転／停止は，制御部によって制御される。
【００３３】
外部の機器から与えられる印刷データは，印刷に関する制御データを保持するヘッダと，
印刷の対象となる画像を表す画像データとから構成されている。外部の機器において，操
作者がプリンタ１に印刷の指令を与える場合に，操作者は，プリンタ・ドライバの操作画
面によって種々の設定を行う。この設定には，印刷用紙の大きさ，種類等の設定が含まれ
る。印刷用紙の大きさには，カット紙の場合には，前述したＡ４判，Ｂ５判等が含まれ，
印刷用紙の種類には，普通紙，スーパーファイン紙，フォトペーパ，ハガキ等が含まれる
。
【００３４】
外部の機器からプリンタ１に与えられた印刷データは，プリンタ１において次のようにし
て印刷される。図４および図５は，制御部が実行する，プリンタ１における給紙処理から
印刷処理に至るまでの処理の流れを示すフローチャートである。このフローチャートに示
す処理は，制御部のＣＰＵが実行するプログラムとして，制御部のＲＯＭにあらかじめ記
憶されていてもよいし，フロッピィ・ディスク，ＣＤ－ＲＯＭ等のコンピュータ読み取り
可能な記録媒体に記録されていてもよい。記録媒体に記録されている場合に，このプログ
ラムは，フロッピィ・ディスク・ドライブ，ＣＤ－ＲＯＭドライブ等の記録媒体読み取り
装置によって読み取られ，制御部によって実行されることとなる。
【００３５】
制御部は，給紙処理および印刷処理の開始前に給紙失敗フラグを“０”にリセットする（
ステップＳ１）。給紙失敗フラグは，後述するように，カット紙の給紙中においてカット
紙を使い果たしたときに“１”にセットされるフラグであり，たとえば制御部のＲＡＭ上
に１バイトまたは１ビットのデータとして設けられる。
【００３６】
次に，制御部は，給紙失敗フラグが“１”にセットされているか，“０”にリセットされ
ているかを判断する（ステップＳ３）。給紙失敗フラグが“０”にリセットされている場
合には（ステップＳ３でリセット），操作パネル２１の給紙ボタン２１ｂが操作者によっ
て操作されているかどうかを判断する（ステップＳ５）。給紙ボタン２１ｂが操作された
履歴（またはフラグ）は制御部のＲＡＭに記憶され，制御部は，これを参照することによ
り，既に操作されたかどうかを判断する。この履歴（またはフラグ）は，給紙が完了する
ことにより消去（またはリセット）される。
【００３７】
給紙ボタン２１ｂが既に操作されている場合には（ステップＳ５でＹｅｓ），制御部は，
第２の給紙処理を実行する（ステップＳ７）。すなわち，給紙失敗フラグがリセットされ
ている状態において，給紙ボタン２１ｂが操作された場合には，ロール紙が給紙されるも
のとして，ロール紙に適した第２の給紙処理が実行される。給紙を行うことにより，制御
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部は，給紙済フラグを“１”にセットする。この給紙済フラグは，給紙された印刷用紙に
印刷が完了すると“０”にリセットされるフラグであり，たとえば制御部のＲＡＭ上に１
バイトまたは１ビットのデータとして設けられる。給紙後，制御部は外部の機器からの印
刷データを受信する（ステップＳ９）。
【００３８】
一方，ステップＳ５において，操作パネル２１の給紙ボタン２１ｂが操作されていない場
合には（ステップＳ５でＮｏ），直ちに印刷データを受信する（ステップＳ９）。
【００３９】
印刷データの受信後，制御部は，印刷データのヘッダの解析および画像データの展開（プ
リンタ１における印刷に適した形式への展開）を行う（ステップＳ１１）。
【００４０】
続いて，制御部は，制御部の入力バッファが展開された画像データでフルになったかどう
かを判断する（ステップＳ１３）。フルになると（ステップＳ１３でＹｅｓ），制御部は
，給紙処理が完了しているかどうかを判断する（ステップＳ１５）。給紙処理が完了して
いるかどうかは，前述した給紙済フラグが“１”にセットされているかどうかによって判
断される。
【００４１】
給紙処理が完了している場合には（ステップＳ１５でＹｅｓ），制御部は，給紙されてい
る印刷用紙に画像データの印刷（記録）を行う（ステップＳ１７）。入力バッファに記憶
された画像データの印刷が完了すると，再びステップＳ３からの処理が繰り返される。
【００４２】
一方，給紙処理が完了していない場合（すなわち給紙済フラグが“０”にリセットされて
いる場合）には（ステップＳ１５でＮｏ），図５に移って，制御部は，給紙処理を実行す
る（ステップＳ２５）。この給紙処理は，給紙ボタン２１ｂの入力よる給紙ではなく，ス
テップＳ９において印刷データを受信したことによる給紙であるので，カット紙を給紙す
るものとして，カット紙の給紙に適した第１の給紙処理が実行される。
【００４３】
続いて，制御部は，ステップＳ２５の給紙処理が成功したか，あるいは，カット紙が使い
果たされたことにより給紙されなかったかどうかを判断する（ステップＳ２７）。この判
断は，給紙ローラを所定量（印刷用紙の先端が紙検出器の位置を通過する以上の量）回転
させた時に，給紙ローラと紙送りローラとの間に配置された紙検出器が印刷用紙の通過を
検出するかどうかによって判断される。制御部は，紙検出器が印刷用紙の通過を検出した
場合には給紙成功と判断し，紙検出器が印刷用紙の通過を検出しない場合にはカット紙が
使い果たされたものと判断する。
【００４４】
給紙処理が成功した場合には（ステップＳ２７でＹｅｓ），図４に戻って，制御部は，ス
テップＳ１７の印刷処理を行い，その後，ステップＳ３からの処理を繰り返す。
【００４５】
一方，給紙処理が成功しなかった場合には（ステップＳ２７でＮｏ），制御部は，給紙失
敗フラグを“１”にセットする（ステップＳ２９）。その後，図４に戻って，ステップＳ
３からの処理を実行する。このとき，ステップＳ３では，給紙失敗フラグがセットされて
いることから，ステップＳ１９に処理が進む。
【００４６】
ステップＳ１９では，給紙ボタン２１ｂの入力待ち状態となる。すなわち，操作者が，第
１のガイド板３１および第２のガイド板３２上にカット紙を新たにセットして，給紙ボタ
ン２１ｂを操作するまで，給紙処理が待たされることとなる。新たなカット紙のセット後
，給紙ボタン２１ｂが操作されると（ステップＳ１９でＹｅｓ），制御部は，第１の給紙
処理を実行する（ステップＳ２１）。すなわち，給紙失敗フラグが“１”にセットされて
いる状態において，給紙ボタン２１ｂが操作された場合には，カット紙が給紙されるもの
として，カット紙に適した第１の給紙処理が実行される。これにより，新たにセットされ
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ように，同じ給紙ボタン２１ｂの操作であっても，給紙される印刷用紙の種類に応じた給
紙処理が実行される。
【００４７】
カット紙の給紙後，給紙は成功したので，制御部は，給紙失敗フラグを再び“０”にリセ
ットする（ステップＳ２３）。その後，ステップＳ９からの処理が実行される。
【００４８】
なお，ステップＳ１７における印刷用紙への印刷には，印刷用紙の種類（普通紙，スーパ
ーファイン紙，フォトペーパ等）のそれぞれに適した印刷処理を実行することができる。
【００４９】
また，前述した実施の形態では，図４および図５のフローチャートに示す処理がプログラ
ムとして記述されているものとしたが，この処理をハードウェア回路として実現すること
もできる。
【００５０】
【発明の効果】
本発明によると，第１の給紙処理は，第１の被記録材の給紙に適し，外部の機器からの記
録データの入力開始により開始され，第２の給紙処理は，第２の被記録材の給紙に適し，
操作者の給紙開始を指示する指示手段の入力により開始される。一方，第１の被記録材を
給紙している間に，当該第１の被記録材を使い果たした場合におけるその後の給紙処理の
開始が指示手段の入力により行われたときは，第１の給紙処理により給紙が行われる。し
たがって，このような場合であっても，第１の被記録材に適した給紙処理が行われる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る「記録装置」の一例としてのインク・ジェット・プリンタを示し，
同図（ａ）は上面図（平面図）であり，同図（ｂ）は正面図であり，同図（ｃ）は右側面
図である。
【図２】第２のガイド板を取り外した状態のインク・ジェット・プリンタの右側面図であ
る。
【図３】本体部の前面に設けられた操作パネルの拡大正面図である。
【図４】制御部が実行する，プリンタにおける給紙処理から印刷処理に至るまでの処理の
流れを示すフローチャートである。
【図５】制御部が実行する，プリンタにおける給紙処理から印刷処理に至るまでの処理の
流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　インク・ジェット・プリンタ
２　本体部
２１　操作パネル
２１ｂ　給紙ボタン
３　給紙部
３１　第１のガイド板
３２　第２のガイド板
３３　ロール紙
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